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三 重 項 状 態 の 関 与 す る 無 放 射 遷 移
化 学 の 領 域 増 干 Ⅲ 0 8 号 儒 一 1 0 2  ( 1 9 7 5 ) ( 共 著 )
激 し く 振 動 す る 関 数 の 数 値 積 分
東 北 大 学 大 型 計 算 機 セ ソ タ ー 広 報 誌 S E N A C V 0 1 . 1 6 , 6 0  ( 1 9 8 3 )
理 論 化 学 と 計 算 機
東 北 大 学 大 型 計 算 機 セ ソ タ ー 広 報 誌 S E N A C V 0 1 . 2 4 , 2 3  a 9 9 1 )
口 頭 発 表
国 際 会 議
O n  t h e  D e n s i t y  o f  s t a t e s  w e i g h t e d F r a n c k - c o n d o n  F a d o r .  p r o x i m i t y  E 丘 e c t  i n
R a d i a t i o n l e s s  T r a n s i t i o n s  o f  N - H e t e r o c y d i c s
Y a s u s h i  M i R a m i
T h i r d  l n t e r n a t i o n a l  c o n g r e s s  o f  Q u a n t u m  c h e m i s t r y  ( o c t o b e r 2 9 - N o v e n b a e r . 3 ,
1 9 7 9 ,  T o k y o ,  J a p a n )
R e s o n a n c e  R a m a n  c a l c u l a t i o n s  i n  B i n u c l e a r  M i x e d - v a l e n c e  s y s t e m s
Y a s u s h i  M i a k m i
Ⅸ t h  l n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  o n  R a m a n  s p e c t r o s c o p y  ( A u g u s t 2 7 - s e p t e m b e r l ,
1 9 8 4 ,  T o k y o ,  J a p a n )
A P P Ⅱ C a t i o n  o f  t h e  N u m e r i c a 1 1 n t e g r a l  M e t h o d  t o  c a l c u l a t i o n s  o f  R e s o n a n c e  R a m a n
I n t e n s i t i e s  i n  t h e  s o r e t  B a n d  o f  c y t o c h r o m e  c
M i n e o  s a i t o ,  Y a s u s h i  M i a k m i ,  T a k e s h i  N a k a j i m a
Ⅸ t h  l n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  o n  R a m a n  s p e c t r o s c o p y  ( A u g u s t 2 7 - s e p t e m b e r l ,
1 9 8 4 ,  T o k y o ,  J a p a n )
E v a l u a t i o n  o f  e l e c t r o n i c  m a t r i x  e l e m e n t s  o f  l o n g - r a n g e  e l e c t r o n  t r a n s f e r  i n  p r o t e i n s
b y  t h e  r e c u r s i v e  r e s i d u e  g e n e r a t i o n  m e t h o d
Y .  M i k a m i
F i r s t  c o n g r e s s  o f  t h e  l n t e r n a t i o n a l  s o d e t y f o r  T h e o r e t i c a l  c h e m i c a l  p y h s i c s
( J u n e 2 8 - J u l y 3 , 1 9 9 3 ,  G i T o n a ,  s p a i n )
国 内 学 会
S i n g l e  v i b r o n i c  L e v e 1 か ら の 無 放 射 遷 移 速 度 の  G r e e n 関 数 に よ る 取 扱
三 上 泰
1 9 7 2 年 分 子 構 造 総 合 討 論 会 予 稿 集 , 1 7 7  a 9 7 2 年 1 0 月 6 日 東 北 工 業 大 学 )
無放射遷移速度に対する非調和性の効果の理論的考察
三上泰,水野谷清,中島威
日本化学会第28春季年会予稿集,1Q28 a973年4月1日東京電機大学)
無放射遷移速度の圧力依存性の理論的考察
三上泰
光化学予婚命会講演予稿集,21'(1973年10月4日群馬大学)
無放射遷移速度に対する非調和性の効果の理論的老察 2
三上泰,水野谷清,中島威
日本物理学会27回年会予稿集,4 R17 (1973年10月13日広島大学)
無ふく射遷移速度のGreen関数による取扱い
三上泰
1973年分子構造総合討論会予稿集25(1973年10月16日名古屋工業大学)
無放射遷移速度の圧力依存性の理論的考察 2
三上泰
日本化学第30春季年会予稿集, 1 F25 a974年4月1日近畿大学)
無放射遷移速度に対する非調和性の効果の理論的考察 3
三上泰
日本化学会第28春季年会予稿集, 1Q28 a973年9月1日東北大学)
無放射遷移速度に対する非調和性の効果の理論的考察 4
変位の符号につして
3
1974年分子構造総合討論会予稿集,201(1974年10月19日学習院大学)
Duschinsky効果を考慮した無転射遷移速度
三上泰,奥田和久,中島威
1975年分子構造総合討論会予稿集,199 (1975年Ⅱ月2日大阪大学)
Duschinsky効果を考慮した無幅射遷移速度 2
奥田和久,三上泰,中島威
1976年分子構造総合討論会予稿集,318 q976年10月5日東京工業大学)
無報射遷移速度の数値計算
三上泰,中島威
1976年分子構造総合討論会予稿集,322 a976年10月5日東京工業大学)
振動数変化を考慮したSVLからの無転射遷移
斎藤浩二,三上泰,中島威
]976年分子構造総合討論会予稿集,324 (1976年10月5日東京工業大学)
???
4無 転 射 遷 移 速 度 の 数 値 計 算  2
三 上 泰 , 奥 田 和 久 , 斎 藤 浩 二 , 中 島
1 9 π 年 分 子 構 造 総 合 討 論 会 予 稿 集 , 9 8
D u s c h i 船 k y 効 果 を 考 慮 し た 無 幅 射 遷 移 速 度  3
奥 田 和 久 , 三 上 泰 , 中 島 威
1 9 7 8 年 分 子 構 造 総 合 討 論 会 予 稿 集 , 3 1 8  ( 1 9 7 8 年 1 0 月 1 3 日 広 島 大 学 )
数 値 積 分 法 に よ る F 捻 n c k - c o n d 伽 因 子 及 び 無 放 射 遷 移 速 度 の 評 価
三 上 泰 , 斎 藤 崟 雄 , 中 島 威
1 9 8 0 年 分 子 構 造 総 合 討 論 会 予 稿 集 , 3 2 2  a 9 8 0 年 1 0 月 7 日 九 州 大 学 )
数 値 積 分 法 に よ る 共 鳴 R a m a n 散 乱 強 度 の 計 算 一 β カ ロ チ ソ な ど の 共 役 分 へ の 応 用
斎 藤 峯 雄 , 三 上 泰 , 中 島 威
1 9 8 1 年 分 子 構 造 総 合 討 論 会 予 稿 集 , 3 2 4  a 9 8 1 年 1 0 月 3 日 京 都 工 繊 大 学 )
威
a 9 7 7 年 8 月 2 1 日 北 海 道 大 学 )
数 値 積 分 法 に よ る 無 放 射 遷 移 速 度 の 評 価 一 窒 素 複 素 環 分 子 に 松 け る P r o x i m i t y 効 果 と
温 度 依 存 性
三 上 泰
1 9 8 1 年 分 子 構 造 総 合 討 論 会 予 稿 集 , 5 印 ( 1 9 8 1 年 1 0 月 4 日 京 都 工 芸 繊 維 大 学 )
母 関 数 数 値 積 分 法 に よ る 放 射 及 び 無 放 射 遷 移 速 度 の 評 価
三 上 泰
日 本 物 理 学 会 第 3 7 回 年 会 予 稿 集 , 2 P G  6  a 9 8 2 年 1 0 月 2 日 北 海 道 大 学 )
母 関 数 数 値 積 分 法 に よ る 生 体 分 子 間 電 子 移 動 の 取 扱
三 上 泰
日 本 生 物 物 理 学 会 第 2 0 回 年 会 予 稿 集 ,  S 8 8  ( 1 9 8 2 年 1 0 月 1 3 日 大 阪 大 学 )
無 放 射 遷 移 速 度 の 温 度 依 存 性
三 上 泰
1 9 8 2 年 分 子 構 造 総 合 討 論 会 予 稿 集 , 6 8 4  ( 1 9 8 2 年 1 0 月 2 4 日 学 習 院 大 学 )
母 関 数 数 値 積 分 法 に よ る 生 体 分 子 間 電 子 移 動 の 取 扱  2
三 上 泰
日 本 生 物 物 理 学 会 第 2 1 回 年 会 予 稿 集 ,  S 2 1 4  ( 1 9 8 3 年 1 0 月 8 日 岐 阜 大 学 )
非 調 和 性 を 考 慮 し た 無 放 射 遷 移 速 度 式 の 数 値 積 分 法 に よ る 評 価
三 上 泰
1 9 8 4 年 分 子 構 造 総 合 討 論 会 予 稿 集 , 1 6 6  a 9 8 4 年 1 0 月 9 日 名 古 屋 大 学 )
母 関 数 数 値 積 分 法 に よ る 生 体 分 子 関 電 子 移 動 の 取 扱  3
三 上 泰
日 本 生 物 物 理 学 会 第 2 2 回 年 会 予 稿 集 ,  S 1 6 3  ( 1 9 8 4 年 1 0 月 1 5 日 )
非調和振動模型における無放射遷移の母関数数値積分法による取扱い
三上泰,鈴木正人
1985年分子構造総合討論会予稿集,Ⅱ6 a985年9月20日上智大学)
Recursion法の分子スペクトルへの応用
三上泰
1986年分子構造総合討論会予稿集,646 (1986年Ⅱ月3日大阪大学)
Huecke1近似での無限ポリェソの recursion 法による取扱L、
鈴木正人,三上泰
1986年分子構造総合討論会予稿集,752 a986年Ⅱ月3日大阪大学)
Recursion法の分子スペクトルへの応用 2
大浪一元,三上泰
19釘年分子構造総合討論会予稿集,142 (1987年10月7日金沢大学)
時間相関関数の Recursion法による評価
三上泰,大浪・一元
19釘年分子構造総合討論会予稿集,646 (1987年10月10日金沢大学)
三上泰
高分子の状態密度のrecursion法による評価
三上泰
日本化学会第55回秋季年会予稿集, 1K07 a987年10月九州大学)
光合成過程における電子移動速度の理論的評価
日本生物物理学会第25回年会予稿集, SⅡ4 (19釘年H月21日徳島大学)
光合成過程における電子移動速度の量子論的評価
三上泰
分子研研究集会「生体機能に対する分子科学的アプ戸ーチ」 a988年1月13日分子
研)
Recursion 法による弱J的過程の解明
大浪・一元,三上泰
第4回理論化学シソポジウム a988年8月24日愛知県労働者研修セソター)
高分子の状態密度のrecursion法による評価 2
大浪一元,三上泰
日本化学会第57回秋季年会予稿集(1988年9月東北大学)
時間相関関数の recursion法による評価 2
大浪一元,三上泰
1988年分子構造総合討論会予稿集,42 (1988年10月7日電気通信大学)
?
6局 所 状 態 密 度 を 用 V た 凖 結 晶 , 非 晶 質 に お け る エ ネ ル ギ ー ギ 十 , プ の 解 析
三 上 泰 , 大 浪 一 元 , 浜 中 秀 利
1 9 8 8 年 分 子 構 造 総 合 討 論 会 予 稿 集 , 2 7 6  ( 1 9 8 8 年 1 0 月 7 日 電 気 通 信 大 学 )
光 合 成 過 程 に お け る 電 子 移 動 速 度 の 理 論 的 評 価  2
三 上 泰
日 本 生 物 物 理 学 会 第 2 6 回 年 会 予 稿 集 ,  S 3 田  a 9 8 8 年 1 0 月 1 4 日 名 古 屋 大 学 )
R e c u r s i o n 法 に よ る 共 鳴 状 態 の 解 明
三 上 泰 , 大 浪 一 元
1 9 8 9 分 子 構 造 総 合 討 論 会 予 稿 集 ( 1 9 即 年 9 月 北 海 道 大 学 )
初 期 波 束 の 形 状 に 依 存 す る 波 束 の 動 力 学
大 浪 一 元 , 三 上 泰
1 9 8 9 分 子 構 造 総 合 討 論 会 予 稿 集 ( 1 9 8 9 年 9 月 北 海 道 大 学 )
光 合 成 過 程 に お け る 電 子 移 動 速 度 の 理 論 的 評 価  3
三 上 泰
日 本 生 物 物 理 学 会 第 2 7 回 年 会 予 稿 集 ,  S ] 4 3  a 9 8 9 年 1 0 月 6 日 東 京 大 学 )
二 凖 位 原 子 σ a y n e s - c u m m i n g S 模 型 ) と  S q u e e z e d 光 と の 相 互 作 用 に お け る 乱 れ
三 上 泰
第 五 回 理 論 化 学 シ ソ 求 ジ ウ ム  a 9 9 0 年 8 月 2 8 日 ( C S K 情 報 教 育 セ ソ タ ー )
R e c u r s i o n 法 に よ る 量 子 非 調 和 振 動 子 の 解 析
大 浪 一 元 , 三 上 泰
第 五 回 理 論 化 学 シ ソ ポ ジ ウ ム  a 9 9 0 年 8 月 2 8 e  c s K 情 報 教 育 セ ソ タ ー )
R e c U 玲 i o n 法 に よ る 共 鳴 状 態 の 解 明
大 浪 一 ・ 元 , 三 上 泰
1 9 9 0 分 子 構 造 総 合 討 論 会 予 稿 集  a 9 9 0 年 1 0 月 九 州 大 学 )
光 合 成 過 程 に お け る 電 子 移 動 速 度 の 理 論 的 評 価  4
三 上 泰 , 大 浪 一 元 , 宮 崎 和 也
日 本 生 物 物 理 学 会 第 2 9 回 年 会 予 稿 集 ,  S 2 6 2  a 9 9 0 年 9 月 2 8 日 東 北 大 学 )
強 L 、 場 に お け る 分 子 共 鳴 状 態 の r e c u r s i o n 法 に よ る 解 析
大 浪 一 元 , 三 上 泰
1 9 田 分 子 構 造 総 合 討 論 会 予 稿 集 , 2 1  a 9 9 1 年 Ⅱ 月 2 0 日 慶 応 義 塾 大 学 )
相 互 作 用 表 示 に よ る 量 子 波 束 の 時 間 発 展 一 散 乱 及 び 解 離 へ の 応 用 一
宮 崎 和 也 , 大 浪 一 元 , 三 上 泰
1 9 9 1 分 子 構 造 総 合 討 論 会 予 稿 集 , 2 2  a 9 9 1 年 Ⅱ 月 2 0 日 慶 応 義 塾 大 学 )
量子力学的非調禾吋辰動子のHusimi表示波動関数による解析
三上泰,大浪一元
1991分子構造総合討論会予稿集,355 a991年Ⅱ月2]日慶応義塾大学)
分子振動ダイナミ,クスの相互作用表示波柬による解析
宮崎和也,大浪一元,二上泰
19兜分子構造総合予括兪会予稿集,認(19兜年9月12日京都大学)
recursion 法によるヲ腎尿形ポテソシャル中の GausS波東の解析一振動スペクトルとカオ
スの出現一
三上泰,大浪・一元
]9兜分子構造総合討論会予稿集,99 (19兜年10月]2日京都大学)
Husimi衷示波動関数を用Vた量子論的な非線形現象の解析
梅田宏明,大浪・一元,三上泰
1992分子構造総合討論会予稿集,572 a9兜年10月15日京都大学)
光合成過程における電子移動速度一電子遷移行列要素のreC唖Sion法による評価一
二上泰
日本生物物理学会第30回年会予稿集, S188 a9兜年Ⅱ月6日大阪大学)
二準位原子と電磁波との相互作用系の位相空間における凖確率分布の評価
19船分子構造総合討論会予稿集,199 (1993年10月広島大学)
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